
海老名市教育委員会

（平成30年 ５月 臨時会議事日程）

日時 平成30年５月８日(火）

午後3時00分

場所 えびなこどもセンター　２０１会議室

日程第 １ 報告第 6 号

日程第 ２ 議案第 11 号

日程第 ３ 議案第 12 号

海老名市教育委員会関係職員の人事異動について

平成３１年度使用「海老名市教科用図書採択基本方針」に
ついて

えびなっ子ＩＣＴ活用３カ年計画の策定について





海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

報告理由

　平成30年５月１日付で人事異動を発令したため

報告第６号

 海老名市教育委員会関係職員の人事異動について

海老名市教育委員会関係職員の人事異動について、海老名市教育委員会教育長に対

する事務の委任等に関する規則（昭和49年教委規則第２号）第３条第１項の規定によ

り臨時に代理し発令したので、同条第２項の規定により報告する。

平成３０年５月８日提出
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平成３０年５月１日付け

主 事 級 ・・・・・・・・・・ 1 名

教育委員会関係職員人事異動内訳

平成30年５月８日
臨時教育委員会資料
教育総務課
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平成３０年５月１日付け

氏名 新所属 旧所属 備考

髙橋
たかはし

　真理子
まりこ

学び支援課主事 職員課主事 5/14復職

【主事級】
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海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

提案理由

　平成３１年度使用海老名市教科用図書採択に係る基本方針について審議していただき

たいため

議案第11号

平成３１年度使用「海老名市教科用図書採択基本方針」について

平成３１年度使用「海老名市教科用図書採択基本方針」について、議決を求める。

平成３０年５月８日提出
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平成３１年度使用「海老名市教科用図書採択基本方針」について

海老名市教育委員会は、平成３１年度の小学校教科用図書及び中学校で使用

する「特別の教科 道徳」の教科用図書の採択基本方針を、次のとおり定める。

「海老名市教科用図書採択基本方針」

平成３１年度の小学校教科用図書及び「特別の教科 道徳」の中学校教科用

図書は、神奈川県教育委員会が定める「平成３１年度義務教育諸学校使用教科

用図書採択方針」に基づき、海老名市教育委員会が設置した海老名市教科用図

書採択資料作成委員会の報告を資料とし、種目ごと１種の教科用図書について

海老名市教育委員会が採択する。

平成 30 年５月８日（金） 

臨時教育委員会資料 

教育支援課
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平成３１年度使用中学校「特別の教科 道徳」教科用図書採択について 

１． 採択教科書 

平成３１年度使用中学校「特別の教科 道徳」教科用図書 

２．採択にかかわる日程について 

平成 30年１月～教科用図書担当者会議（採択事務について） 

      ４月 教科用図書採択資料作成委員会設置要綱及び調査員会

の細案等について検討 

５月 第１回採択資料作成委員会の開催 

  第１回調査員会の開催 

６月 第２回調査員会の開催  

   第３回調査員会の開催  

教科用図書展示会 

７月 第２回採択資料作成委員会の開催 

平成３１年度使用中学校「特別の教科 道徳」採択決定 

       ８月 需要数報告 
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30

21

- 14 -



- 15 -



- 16 -



- 17 -



- 18 -



- 19 -



- 20 -



- 21 -



- 22 -



- 23 -



- 24 -



- 25 -



- 26 -



- 27 -



- 28 -



- 29 -



- 30 -



- 31 -



- 32 -



- 33 -



- 34 -



- 35 -



- 36 -



- 37 -



- 38 -



- 39 -



- 40 -



- 41 -



- 42 -



海老名市教育委員会

教育長　伊 藤 文 康

提案理由

　えびなっ子ＩＣＴ活用３カ年計画の策定について審議していただきたいため

議案第11号

えびなっ子ＩＣＴ活用３カ年計画の策定について

えびなっ子ＩＣＴ活用３カ年計画の策定について、議決を求める。

平成３０年５月８日提出
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議案第12号
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えびなっ子ＩＣＴ活用３ケ年計画の策定について

□策定理由

   グローバル化や急速な情報化に対応し、自らの可能性を最大限に発揮で

きる人材を育てることを目標に、平成３０年度よりえびな型学校ＩＣＴの

将来構想を総合的に推進するため。

□策定案

   別添「えびなっ子ＩＣＴ活用３カ年計画」のとおり

□その他   

   平成３０年６月２６日の最高経営会議に報告予定

平成 30 年５月８日（金） 

臨時教育委員会資料 

教育支援課
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支援級児童生徒に対して、 

障がいの状態や特性等に応じ

た支援を推進 

練習する調べる

考える 送信する

録音録画

試行錯誤

写真撮影

『授業を変える 学び方が変わる』 

共有する

・思考の可視化 ・瞬時の共有化 ・試行の繰り返し

協働する

見せる

家庭学習

個々の理解や関心の程度に 

応じた学びを構築 

（ドリル学習 

調べ学習） 

特別支援 遠隔授業

他校の児童生徒、社会人、 

外国の人々等との 

交流を実現 

不登校・別室登校

教室で学習できない児童生徒

のための学習支援を 

充実 

放課後の学習支援

小学校のまなびっ子クラブや 

中学校の補習学習で 

活用 

AI を学校に配置

ＡＩロボットを 

学校に配置し、 

コミュニケー 

ション能力を育成 

ＩＣＴ機器を主体的に活用して、仲間とコミュニケーションを図りながら、 

課題発見・解決できるえびなっ子をめざして 

タブレット型ＰＣ整備のステップ （文部科学省の方針）

Ｓｔｅｐ１ 

学校に 45 台 
（1 クラス分） 

Ｓｔｅｐ２ 

３クラスに 
１クラス分程度 

Ｓｔｅｐ３ 

１人１台

授業展開に応じて
必要な時に１人１台

タブレット PC を学習
教具として使用する 

家庭へ持ち帰り可能 

新たな学校 ICT をすすめます 

別紙
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えびなっ子ＩＣＴ活用３カ年計画
～これからの時代に即した未来型学習とＩＣＴ環境整備～

2018 年５月 

海老名市教育委員会 

-
 
4
9
 
-



１

Goal-目標

Method-手立て

① ９年間の学習計画の策定

② ＩＣＴ環境の再整備

③ 教職員の活用力向上

-えびなっ子が身につけるべき能力と発達段階に応じた学習内容の明確化

-ＩＣＴ機器を活用した学習活動が可能となるＩＣＴ環境の再整備

-教職員のＩＣＴ活用力育成のための研修や協議会の充実

ＩＣＴ機器を主体的に活用して、仲間とコミュニケーションを 
図りながら、課題発見・解決できるえびなっ子の育成 

「えびな型学校ＩＣＴの将来構想」を総合的に推進 
（※別紙） 

-
 
5
0
 
-



－全体像 
２

グローバル化や急速な情報化に対応し,自らの可能性を最大限に発揮できる人材の育成

ＩＣＴ機器を主体的に活用して、仲間とコミュニケーション 

を図りながら、課題発見・解決できるえびなっ子

目標達成のための３本の柱

○えびなっ子につけたい能力と発

達段階に応じた学習の明確化 

・情報リテラシー教育 

・情報モラル教育 

・プログラミング学習 

○教職員のＩＣＴ活用力育成の

ための研修や協議会の充実 

・学校ＩＣＴ活用推進協議会 

・タブレット活用研修会 

・ＩＣＴ活用講座 

○ＩＣＴ機器を有効活用するため

の環境整備 

・全小学校パソコン室の廃止と 

タブレットの導入 

・中学校パソコン室のさらなる 

活用 

・各教室のＩＣＴ環境の充実 

-
 
5
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-



○えびなっ子につけたい能力と発達段階に応じた学習の明確化

えびなっ子が身につけるべき能力と発達段階に応じた学習内容や 

方法を明確化し、小中９年間を見通した学習計画を策定します。 

取組の内容 

－① ９年間の学習計画の策定 
３

情報リテラシー教育 情報モラル教育 プログラミング教育 

小学校段階においては、絵をかいたり、

ローマ字入力をしたり、またタブレッ

ト型ＰＣを使って校外学習で調べたこ

とを新聞としてまとめます。 

中学校では、小学校段階で身につけた

能力をもとに、実践的な操作を身につ

けます。 

小中９年間を通して、個人情報とは何

かを理解したり、インターネット上で

やりとりしたりするときに気をつけな

ければならないことを話し合います。

また、情報化がもたらす様々な問題（誹

謗中傷・いじめなど）について、資料

をもとに考えます。 

小学校低学年では、身近な手順で、課

題解決する手順を学びます。高学年で

は、コンピュータへの活用について学

び、中学校では、目的をもったロボッ

トの動きをプログラムし、効率や成果

を考えながら改良を進めていきます。

外部人材（大学・企業等）との連携も

積極的に進めていきます。 

-
 
5
2
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○ＩＣＴ機器を有効活用するための環境整備

新学習指導要領全面実施に向けて、児童生徒や教員が、ＩＣＴ機器を 

活用した情報収集、表現、処理、創造、発信、伝達といった学習活動 

を可能とする環境を再整備します。

取組の内容 

－② ＩＣＴ環境の再整備 
４

タブレット型ＰＣ導入

今までのＰＣ教室を廃止し、

新たに全 13 小学校へタブレ

ット型ＰＣを導入します。 

このことにより、これまでＰ

Ｃ室でしかできなかった学

習が教室内外のあらゆる場

所でできるようになり、学習

の幅が大きく広がります。 

中学校ＰＣ室の活用 教室ＩＣＴ環境の充実 情報指導員の導入 

現在の情報支援員から、新た

に専門的な知識や指導技術

を兼ねた「情報指導員」を配

置します。教職員の授業のサ

ポートとしての役割だけで

はなく、プログラミングの授

業等を指導員が行います。 

小学校は３年生以上の全ク

ラス（小学校１・２年につい

ては大型テレビ）、中学校は

全学年全クラスにプロジェ

クタを配置し、活用を図りま

す。タブレット型ＰＣと一緒

に使うことで、今までの授業

が「未来型」に変わります。

中学校のＰＣ室は、現状のま

ま、４０台のデスクトップＰ

Ｃを配置します。今後は、プ

ログラミング学習をしたり、

地域の方々のパソコン教室

を行ったりする等の活用を

進めていきます。 

-
 
5
3
 
-



○教職員のＩＣＴ活用力育成のための研修や協議会の充実

ＩＣＴ機器を使うことで、確かな学力をより効果的に育成するため、 

ＩＣＴ機器の積極的な活用の指導方法・指導体制の工夫改善を通じた、 

協働型・双方向型の授業をめざし、教職員の活用力向上を図ります。 

取組の内容 

－③ 教職員の活用力向上 
５

学校ＩＣＴ活用推進協議会 

海老名市のＩＣＴ活用について協議します。 

この協議会には、各校の教職員が参加し、ＩＣ

Ｔ機器の効果的な使い方や授業実践についてな

ど、教育の情報化に向けた海老名市のＩＣＴ計

画を考えていきます。 

タブレット活用研修会 ＩＣＴ活用講座 

タブレット型ＰＣの導入にあわせて、

市内の教職員を対象に研修会を行い

ます。タブレット活用研修会では機能

や学習形態について、すぐに使える実

践例を紹介し、体験型の研修を行いま

す。 

タブレット型ＰＣの導入にあわせて、

各小学校の教職員を対象に研修会を

行います。この研修会では、教職員が

どのような学習場面で有効に活用で

きるのかを体験・実践します。 

〈ＩＣＴ活用事例集作成委員会〉 

○活用方法の研究 

○活用事例集の作成 

-
 
5
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推進体制の整備 －ロードマップ① 
６

学
習
計
画
×
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
再
整
備
×
Ｉ
Ｃ
Ｔ

○学校ＩＣＴ活用推進協議会 

・小中９年間を見通した学習計画および

実践事例集の作成 

○情報リテラシー教育実施 

○情報モラル教育実施 

○プログラミング教育実施 

【2018 年度中】

○海老名市内小中学校で学習計画を基にした 

情報リテラシー教育・情報モラル教育・プログラミング教育の実施 

○情報指導員による情報リテラシー教育・プログラミング教育の実施 

○大学・企業等の外部人材によるプログラミング教育の実施 

○プログラミングを更に学びたい子のための放課後支援の充実 等 【継続的に実施】

○タブレット型ＰＣの導入 

・海老名市内小学校へタブレット型ＰＣ45 台（13 校） 

・海老名市内中学校へタブレット型ＰＣ６台（６校）   【時代に合ったものを今後継続的に研究し導入していく】 

○教室ＩＣＴ環境の充実 

・中学校ＰＣ室のデスクトップパソコンのさらなる活用 

・小３～中２（2018 年９月からは中３）教室の天吊りプロジェクタ・校内ＬＡＮ・学習系ＰＣ・デジタル教科書の設置 【継続的に導入】 

○情報指導員の配置と活用 

・海老名市内小中学校へ情報指導員の配置 

・情報指導員による情報リテラシー・プログラミング学習 【よりよい形で継続的に配置】 

○情報支援員の配置 

・海老名市内小中学校へ情報支援員の配置 

【2018 年度中】 

○2021 年導入機種の研究 

・小学校タブレット型ＰＣ、中学校ＰＣ室 

【2020 年度中】 

-
 
5
5
 
-

５台（６校）



推進体制の整備 －ロードマップ② 
７

教
職
員
の
活
用
力
向
上
×
Ｉ
Ｃ
Ｔ

○学校ＩＣＴ活用推進協議会 

・第２期えびなっ子しあわせプランの中での設置 

【2020 年まで】

○タブレット活用研修会 

・市教委が各小学校を訪問し研修会を行う

【2018 年度中】

○学校ＩＣＴ活用研修会（仮） 

・学校ＩＣＴ活用推進協議会委員や情報指導員による研修（全小中学校） 

【継続的に実施】

○ＩＣＴ活用講座 

・希望講座等で実施 

【継続的に実施】

-
 
5
6
 
-


